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い
、
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

１
月　

日
に
は
、
小
坂
小
学
校

１７

で
交
流
会
が
行
わ
れ
、
双
方
の
子

ど
も
た
ち
が
合
唱
な
ど
を
披
露
し

合
い
、
こ
ま
回
し
、
け
ん
玉
、
お

手
玉
な
ど
の
日
本
の
伝
統
的
な
遊

び
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

東
川
初
等
学
校
の
児
童
は
、「
日

本
の
礼
儀
正
し
さ
や
優
し
さ
を
私

た
ち
も
見
習
い
た
い
で
す
」、「
今

回
の
交
流
を
大
切
に
し
、
お
互
い

の
国
を
理
解
し
て
両
国
の
発
展
に

つ
な
げ
た
い
で
す
」
な
ど
と
感
想

を
残
し
、
京
都
・
大
阪
を
見
学
し

た
後
、
１
月　

日
に
帰
国
し
ま
し

２０

た
。

　

日
高
町
に
は
、
姉
妹
都
市
提
携

を
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
ル
ア
ペ
フ
市
か
ら
タ
ウ
マ
ル
ヌ

イ
高
校
の
生
徒
・
教
師
な
ど　

人
１０

が
１
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
日

２２

２９

程
で
訪
れ
ま
し
た
。
滞
在
中
、
高

校
生
ら
は
一
般
家
庭
に
そ
れ
ぞ
れ

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
地
元
市
民
と

　

市
で
は
、
１
月　

日
か
ら　

日

１１

３１

に
か
け
て
、
市
内
７
会
場
で
防

災
・
減
災
を
語
る
会
を
開
催
し
、

延
べ
約
６
０
０
人
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
防
災
・
減

災
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

通
意
識
を
持
つ
た
め
、
ま
た
、
現

在
作
成
中
の
地
域
防
災
計
画
や
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
市

民
の
意
見
・
提
言
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

各
会
場
で
は
、
ま
ず
、
市
長
が

「
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
行
政

に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
市
民
一

人
ひ
と
り
、
地
域
社
会
、
消
防
団
、

自
警
団
、
そ
し
て
行
政
な
ど
が
ま

ず
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、

お
互
い
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
め
ば
よ
い
の
か
一
緒
に
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
な
ど
防

災
・
減
災
に
関
す
る
思
い
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
多

数
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

各
会
場
の
発
言
要
旨
は
、
市
広

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す

る
予
定
で
す
。

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
神
鍋

高
原
で
ス
キ
ー
体
験
を
し
た
り
、

地
元
中
学
校
を
訪
問
し
た
り
、
餅

つ
き
、
こ
ま
づ
く
り
な
ど
を
し
ま

し
た
。

　

同
校
生
徒
の
一
人
は
、「
民
家
を

借
り
て
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
み
ん

な
と
食
事
を
し
た
の
が
特
に
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
日
本
文
化
へ
の

興
味
が
一
層
強
く
な
り
、
ぜ
ひ
、

ま
た
、
来
日
し
た
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
７
月
に
は
ル
ア
ペ
フ
市

長
が
来
市
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

韓
国 
慶
州 
市
の

き
ょ
ん
じ
ゅ

 
東
川 
初
等
学
校

と
ん
ち
ょ
ん

の
児
童　

人
が
１
月　

日
か
ら　

２４

１６

１８

日
に
か
け
て
出
石
町
を
訪
問
し
ま

し
た
。
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
天
日
槍
伝
説
を
縁

に
し
て
、
同
市
と
は
、
平
成
３
年
、

友
好
親
善
交
流
宣
言
の
調
印
を
行

▲小坂小学校での交流会の様子

▲囲炉裏を囲んで、日本食を満喫

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

高
校
生
が
日
高
を
訪
問

韓
国
の
小
学
生
が

出
石
を
訪
問

防
災
・
減
災
を
語
る
会

市
民
と
共
通
意
識
を
深
め
る

日
高
・
出
石
に
外
国
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
問

広
が
る
国
際
交
流
の
輪

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
自
然
豊
か
な
新
し
い
豊
岡

市
を
誇
り
に
思
い
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
生
き
生
き
と
輝
く
教
育
を

目
指
し
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
具

体
的
な
取
組
み
が
実
践
で
き
る
よ

う
「
豊
岡
市
教
育
行
動
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
教

育
懇
談
会
を
１
月　

日
か
ら　

日

１６

２６

に
か
け
て
、
市
内
７
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
延
べ
５
２

５
人
で
、
各
会
場
で
は
、
本
計
画

の
中
間
案
の
説
明
と
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
た

め
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
・
提
言

を
伺
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
提

言
等
を
参
考
に
し
て
３
月
末
ま
で

に
教
育
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
教
育
懇
談
会

教
育
行
動
計
画
の
策
定
に
向
け
て
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一
昨
年
の
台
風　

号
水
害
の
教

２３

訓
か
ら
、
市
役
所
本
庁
に
整
備
を

進
め
て
い
た
自
家
発
電
装
置
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
発
電
装
置
は
、

国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
「
浸
水

想
定
区
域
図
」
に
示
さ
れ
た
浸
水

深
に
耐
え
う
る
よ
う
、
高
さ
４
・

５
メ
ー
ト
ル
の
鉄
骨
の
架
台
の
上

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
出
力
は　
６０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
停
電
時
に
は
、

総
務
課
や
建
設
課
な
ど
災
害
対
策

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
部

署
に
、
最
長
１
０
２
時
間
電
気
を

供
給
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
自
家
用
発
電
装
置
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
日
高
、
但
東
の

各
総
合
支
所
で
も
順
次
整
備
を
進

め
て
お
り
、
３
月
中
に
は
完
成
す

る
予
定
で
す
。

市
役
所
本
庁
舎
に
自
家
発
電
装
置
が
完
成

洪
水
に
耐
え
る
た
め
高
所
に
設
置

　

新
春
恒
例
の
宮
中
行
事
「
歌
会

始
の
儀
」
が
１
月　

日
、
皇
居
・

１２

宮
殿
「
松
の
間
」
で
開
催
さ
れ
、

秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

歌
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
両
殿
下

は
、
昨
年
９
月
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
放

鳥
式
典
に
ご
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
様
子
を
振
り
返
り
、

数
千
人
の
観
衆
が
注
目
す
る
中
、

勢
い
よ
く
飛
び
立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
姿
を
今
年
の
お
題
「
笑
み
」

を
織
り
込
ん
で
詠
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て

と
て
も
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
事
業
に
地

域
を
挙
げ
て
取
り
組
む
私
た
ち
に

元
気
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
秋
篠
宮
さ
ま

人
々
が
笑
み
を
湛
へ
て
見
送
り
し

こ
ふ
の
と
り
今
空
に
羽
ば
た
く

■
同
妃
紀
子
さ
ま

飛
び
た
ち
て
大
空
に
ま
ふ
こ
ふ
の

と
り
仰
ぎ
て
を
れ
ば
笑
み
栄
え
く

る

宮
中
行
事
「 
歌  
会  
始 
の
儀
」

う
た 
か
い 
は
じ
め

秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
歌
を
披
露

▲本庁舎裏の敷地に整備
された自家発電装置

直
接
神
戸
空
港
へ

特
急
バ
ス「
城
崎

神
戸
」乗
り
入
れ

　

２
月　

日
の
神
戸
空
港
の
開
港

１６

に
伴
い
、
城
崎
と
神
戸
を
結
ぶ
全

但
バ
ス
運
行
の
特
急
バ
ス
が
、
同

空
港
に
乗
り
入
れ
し
て
い
ま
す
。

■
運
行
本
数

　

１
日
２
便
（
１
往
復
）

＊
別
途
２
便（
往
復
）は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
ダ
イ
ヤ

■
所
要
時
間　

３
時
間　

分
（
城
崎
・
神
戸
空

４５

港
間
）

■
運
賃
（
片
道
）

　

大
人
３
、２
０
０
円

　

学
割
２
、２
４
０
円

■
ダ
イ
ヤ　

▽
城
崎
温
泉⇒

神
戸
空
港

城
崎
温
泉
駅
（　

：　

）
↓
豊

１３

３０

田
町
（　

：　

）
↓
日
高
町
商

１３

４７

工
会
館
（　

：　

）
↓
神
戸
空

１４

０３

港
（　

：　

）

１７

１５

▽
神
戸
空
港⇒
城
崎
温
泉

神
戸
空
港（　

：　

）↓
日
高
町

１３

００

商
工
会
館
（　

：　

）
↓
豊
田

１６

１２

町
（　

：　

）
↓
城
崎
温
泉
駅

１６

２８

（　

：　

）

１６

４５

■
問
合
せ
・
予
約
先　

全
但
バ
ス

城
崎
営
業
所
�　

－

２
０
２
１

３２

旧
豊
岡
藩
主
の
古
文
書
か
ら
国
内
最
古
の
押
し
花
を
発
見

3
0
0
年
前
の
美
し
い
彩
り
再
び

　

豊
岡
市
が
保
管
す
る
旧
豊
岡
藩

主
・
京
極
家
の
古
文
書
か
ら
、
約

３
０
０
年
前
の
江
戸
時
代
中
期
に

作
ら
れ
た
「
押
し
花
」
の
植
物
標

本
約　

点
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

７０

調
査
に
あ
た
っ
た
「
人
と
自
然
の

博
物
館
」
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で

最
古
と
さ
れ
て
い
た
国
立
国
会
図

書
館
に
残
る
１
８
０
０
年
前
後
の

桜
草
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能

性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

昨
年　

月
ご
ろ
、
本
市
史
料
整

１０

理
室（
市
立
図
書
館
内
）が
、
同
家

か
ら
寄
託
さ
れ
た
古
文
書
を
整
理

し
て
い
る
際
に
発
見
し
た
も
の
で
、

５
代
目
藩
主
・
高
永
の
正
室
で
、

歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る 
梅  
寿 
院
   

ば
い 
じ
ゅ 
い
ん

（
１
７
１
８
〜
９
７
年
）が
詠
ん
だ

和
歌
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
桜
・
梅
・
ツ
ツ
ジ
の
花
や

カ
エ
デ
や
ク
ズ
の
葉
な
ど
そ
の
種

類
は
豊
富
。
押
し
花
を
挟
み
込
ん

で
い
た
和
紙
に
書
か
れ
た
記
述
に

よ
る
と
、
採
取
場
所
は
同
家
の
江

戸
屋
敷
の
庭
が
中
心
で
、
中
に
は

京
都
南
禅
寺
、
品
川
・
西
光
寺
な

ど
で
採
取
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

　

江
戸
時
代
の
園
芸
植
物
を
知
る

上
で
貴
重
な
資
料
に
な
る
と
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

人
事
異
動

人
事
異
動 

人
事
異
動

人
事
異
動 

人
事
異
動

人
事
異
動 

人
事
異
動 

係
長
級
以
上（
　
）内
は
前
職 

（
２
月
１
日
付
） 

【
課
長
級
】▼
健
康
福
祉
部
介
護

保
険
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
準
備
室
長
事
務
取
扱

（
健
康
福
祉
部
介
護
保
険
課
長
）

谷
口
栄
一

【
係
長
級
】▼
健
康
福
祉
部
介
護

保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
準
備
室
係
長（
健
康
福
祉

部
介
護
保
険
課
主
査
）井
崎
明

美

▲国内最古の押し花。保存状態がとてもよい


